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登録システムとプライバシー

ポリシー 

第25回世界スカウトジャンボリーの参加者登録システ

ムは、2022年8月1日に稼働する予定です。このシステ

ムを使った登録方法の詳細については、別途登録ユー

ザーマニュアルで派遣団に提供される予定です。 

参加者登録手続きでは、各国スカウト連盟から承認さ

れた参加者がシステムを使って情報を登録することに

なっています。 

各国スカウト連盟の派遣団長には、派遣団のメンバー

を管理するための管理者アカウントが与えられます。

このアカウントでは、派遣団の承認、参加隊や班の割

り当てなど、派遣団の管理を行うことができます。 

さらに、参加者の情報を登録する際には、各国スカウ

ト連盟の派遣団で収集した個人情報をエクセルで一括

して登録することもできるようにします。. 

参加者登録に必要な主な個人情報は、氏名、生年月日、

血液型、メールアドレス、自宅住所、自宅電話番号、

携帯電話番号、保護者・緊急連絡先、健康情報、フラ

イト情報、パスポート情報などです。 

参加者登録システムを通じて収集された参加者の個人

情報は、韓国の個人情報保護法を遵守し、個人情報の

管理および送信の際には暗号化技術によりデータ保護

とプライバシーが確保されることに留意してください。 

個人情報保護の詳細については、付録3-2の「個人情報

保護方針」をご覧ください。参加者登録システム、ま

たは参加者登録のプロセスに関するご質問は、

reg_platform@scout.or.krまでご連絡ください。 

 

ジャンボリー前後の活動 

第25回世界スカウトジャンボリーでは、COVID19（新型

コロナウィルス）による参加者と韓国人家族の健康と

安全を考慮し、ホームステイプログラムは中止とさせ

ていただきました。 

組織委員会は、すべての参加者にとって安全で思い出

深い韓国でのジャンボリー前後の体験をデザインする

ことに取り組んでいます。 

ホームステイプログラムの代わりに、教育的価値のある

観光訪問や文化体験からなるジャンボリー前後の活動を

若者たちに提供する予定です。 

韓国スカウト連盟と全羅北道がジャンボリー前後の活

動を開発・運営し、組織委員会は各国スカウト連盟が

ツアープログラムを紹介・予約できるように支援しま

す。 

ジャンボリー前後の活動には、3つの特徴があります。

1つ目は、「スカウトの友情と出会いの場」です。韓国

のスカウトとの交流や、伝統文化公演、現代文化体験

など、スカウトがつながり、友情を育むための活動を

提供します。 

もうひとつは、韓国政府と全羅北道が支援する「健康

で安全な旅」です。旅行中の事故を防ぐため、ツアー

に先立ち旅行先で食品衛生の事前検査を行い、警察や

救急隊員119人が待機するほか、海外からの参加者専用

の情報センターサービスをツアー中に運営する予定で

す。 

3つ目は、見て、学んで、ゆったりと旅を楽しむ「快適

な旅」です。公共の研修所や大学の寮、ホテルなどで

の充実した食事宿泊サポートや、そこからジャンボリ

ーのキャンプ場までの移動サポートなど、韓国の街や

生活の様子を実際に体験できるような活動を提供しま

す。 

ジャンボリー前後の活動の全リストとガイダンス資料

は、直接派遣団長と共有され、派遣団長のフェイスブ

ックグループに掲載されます。また、ジャンボリー前

後の活動に参加を希望する派遣団は、関連する申込書

（付録2-2）に記入の上、pre-posttour@scout.or.krに

提出してください。 

2021年8月以降、開催費、参加費、食費、交通費などが

値上げされており、今後も最大5％程度値上げされる可

能性があります。値上げの場合は、ジャンボリー前後

の活動チームから、すでに登録済みの派遣団に費用の

変更についてお知らせし、より詳細な打ち合わせをさ

せていただきます。 



#DrawYourJamboree 
Bulletin #03 JUNE 2022 

 

 
 

ジャンボリープログラムの教育目標 

第25回世界スカウトジャンボリーの教育目標およびプ

ログラム原則は、我々の運動の使命、世界スカウトジ

ャンボリーのガイドライン、および世界スカウト青少

年プログラムの方針に基づき、世界中のスカウトに最

適な体験と教育を提供するために制定されたものです。

詳しくは添付資料3-3をご確認ください。 

ワールドスカウトセンター 

• ベターワールドテント 

ベターワールドテントは、WOSMチームが運営し、組織委

員会が管理し、ジャンボリープランニングチームがコー

ディネートします。ベターワールドテントでは、若者や

成人指導者、ボランティアに対して、スカウティングの

主要な取り組みや、世界におけるスカウト運動の影響力

について広報・啓発を行います。スカウトは、様々な展

示、キャンプファイヤーでの対話、ワークショップ、教

育活動を通じて、相互に影響し合う体験ができることで

しょう。 

ジャンボリー・デルタエリアにある「ベターワールドテ

ント」は、2023年8月2日から11日まで（9日間運営、文化

の日の8月6日は休業）、開館時間は毎日午前9時から午後

4時までとなります。 

活動内容は、「Scouts for SDGs」「Messengers of 

Peace」「Earth Tribe」など、スカウトの主要な取り組み

を中心に展開します。 

 

• 潘基文（パン・ギムン）マウル 
- 地球開発村（GDV） 

潘基文マウル-地球開発村は、17の持続可能な開発目標

（SDGs）に焦点を当て、スカウトと成人指導者がスカ

ウトの主要なグローバルパートナーや国連機関から学

ぶ機会を提供するために設計されています。潘基文・

マウル村は、WOSMのチームが主導し、組織委員会がジ

ャンボリープランニングチームの支援のもとで 運営す

ることになっています。 

潘基文マウル - 地球開発ヴィレッジでは、以下のトピ

ックとSDGsをテーマとしたイベントを開催します。 

• 食料 - 飢餓ゼロ（2）、きれいな水（6） 

 
• 健康 - 健康と福祉(3)、衛生(6) 

 
･経済 - 貧困なし（1）、責任ある消費と生産（12）、 

産業・技術革新・インフラ（9）、安価でクリーンな 

エネルギー（7）、 働きがいと経済成長（8） 

• 平和と教育 - 質の高い教育（4）、男女平等（5）、 

持続可能な都市と地域社会（11）、不平等の解消（10）、

平和、公正と強い制度（16）、パートナーシップと目標

（17） 

• 気候 - 気候変動対策 (13), 環境に優しいエネルギー 

(7), 水面下の生活 (14), 陸上の生活 (15) 

ジャンボリー会場内には、参加型の「潘基文マウル-地

球開発村」が設置され、会場外ではSDGsに関連した

様々な奉仕活動を実施し、スカウトが実際に体験しな

がら学ぶことができるようになっています。. 

潘基文マウル-地球開発村は、韓国政府の様々な部局、

国連機関、スカウトのグローバルパートナー、その他

韓国内外の非政府組織から支援・後援を受ける予定で

す。 

• ジャンボリー宗教間信仰奨励センター 

ジャンボリー宗教間信仰奨励センターは、第25回世界

スカウトジャンボリーの一部となります。このセンタ

ーは、参加者があらゆる宗教について学び、尊重し、

信仰、精神性、信念の重要性を理解する機会を提供す

るという、非常に重要な役割を担います。また、世界

各地から集まる他の参加者とともに、スカウトが自分

の宗教を信仰することも可能になります。 
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これは、青少年が対話し、さまざまな信仰、精神性、

信念について学ぶことで、あらゆる人格形成の一環と

なる活動の一つである。組織委員会は、世界スカウト

委員会がWOSMとの協議の上で承認した宗教チームの活

動を支援し、場所を提供することによって、ジャンボ

リー宗教間信仰奨励センターを設置します。この宗教

チームは、ジャンボリー期間中に宗教活動を行い、参

加者が宗教を体験できるように支援します。 

組織委員会はWOSMチームと密接に連携し、ジャンボリー

プランニングチームによって任命されたジャンボリー宗

教ファシリテーション委員会が支援するジャンボリー宗

教間信仰奨励センターの運営にあたります。 

• 各国派遣団本部 

派遣団本部は、組織委員会から参加する各国スカウト

連盟に割り当てられ、ジャンボリープランニングチー

ムによって運営されるスペースとテントです。各派遣

団は、自国や自文化におけるスカウト活動を展示・紹

介し、ジャンボリー参加者や来場者に交流の機会を提

供することができます。派遣団本部チームは、派遣団

長や派遣団関係者との定期的なブリーフィングやミー

ティングにこのスペースを利用することができます。 

• フードハウス 

フードハウスは、世界スカウトジャンボリーに参加す

るすべての派遣団に任意で提供するプログラムです。

派遣団はフードハウスを運営し、伝統的な料理を独自

のスタイルで調理し提供することができます。フード

ハウスは単に料理を提供するだけでなく、参加者が集

い、くつろぎ、新しい友人と出会い、古い友人と再会

し、世界中の食文化について交流し学ぶ機会を提供し

ます。これらのフードハウスが一体となり、世界各国

のカフェ、レストラン、スナックバー、キャンティー

ン（食堂）が集まるジャンボリー・フードコートが誕

生するのです。 

ジャンボリー組織委員会は、関心のある派遣団と協力

して、各フードハウスの代表者からなるジャンボリー

フードハウス推進委員会を結成し、3名のワーキングコ

ア委員がジャンボリーフードハウス推進委員会を管

理・指導することにしています。フードハウスに関す

る詳しい情報は、wsjfh@scout.or.kr までお問い合わ

せください。 

 

オペレーション-Ｋ 

第25回世界スカウトジャンボリーでは、スカウトの経歴

や経済状況に関わらず、一人でも多くのスカウトに参加

する機会を提供することを目的として、「オペレーショ

ンK」を実施します。このプログラムでは、各国スカウト

連盟から９人のスカウトと１人の成人指導者を支援し、

ジャンボリーに参加することができます。 

オペレーションＫプログラムは、中央政府によって後

援され、従うべきいくつかの制限を含んでいます。参

加資格を得るためには、各国派遣団は2022年9月30日ま

でに参加者登録システムを通じて登録を完了する必要

があります。登録締め切り後の参加者の変更はできま

せんので、登録の前にすべての項目をよく確認してく

ださい。 

それぞれの各国スカウト連盟は、参加者全員に提供さ

れる旅行手配とジャンボリー体験が同じになるように

することで、オペレーションＫ参加者と一般参加者を

目に見えて区別しないように注意する必要があります。

オペレーションＫプログラムによる参加者の航空券は、

参加者登録システムに登録されたフライトに基づき、

派遣団に購入し提供されます。 

オペレーションＫプログラムによって支援された参加

者が帰国した後に、各国スカウト連盟の会長または国

際コミッショナーは、署名入りの確認書を組織委員会

に送付し、その安全な帰国を確認しなければなりませ

ん。 
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▶ 参加者：各国スカウト連盟につきスカウト９人、成人指

導者1人 

- 成人指導者：英語、フランス語、韓国語のいずれか

を使って円滑にコミュニケーションができ、ジャンボ

リー体験を通じて若者を指導する能力を持つ人 

- スカウト：困難な状況によりジャンボリーに参加で

きないがスカウト精神を発揮してくれる若者たち 

* 各国派遣団は上記の基準に従って独自の選考方法を準備する必要があります 

 

▶ 提供される支援：往復航空券とジャンボリー参加費（オペレ
ーションＫプログラムによるその他の支援はありません） 

*参加費の支援は参加登録時の免除という形で行われ、いかなる場合も

現金は提供されません 

▶ スケジュール 

- 2022年08月01日：オペレーションK参加者登録開始

（予定） 

- 2022年9月30日：オペレーションＫ参加者登録締切日 

- 2023年2月28日 航空券情報・eチケットの提供 

- 2023年8月 参加者の無事帰着確認書提出 

保険 

• イベント保険 

ホスト側は、不慮の事故による身体障害など、ジャン

ボリー参加者に発生しうる損害に対して、最低限の補

償を確保するため、イベント保険に加入します。この

保険は企業賠償責任保険であり、スカウト、ジャンボ

リープランニングチームメンバー、インターナショナ

ルサービスチームメンバーなど、参加費を支払い、ジ

ャンボリーに参加するすべての参加者が補償の対象と

なります。 

この保険は、ホスト側がイベントの施設の管理・運営

中に参加者に生じた傷害や損害に対して法的な責任を

負う場合に発生する損害を補償するものです。 
 

 

• 保険の適用範囲 

会場内での事故は、原則としてホスト側の過失がある

場合のみ保険でカバーします。ただし、会場内外の活

動中に発生した怪我については、別途特約（施設内医

療費補償）により補償を保証する予定です。詳しくは

開催間近にお知らせします。 

また、この保険の補償期間は、韓国入国から出国まで

となります。なお、ジャンボリー前後の活動は補償範

囲外ですので、参加者は別途個人または団体旅行傷害

保険に加入する必要があります。 

補償期間外に発生した損害や事故、参加者がイベント

の安全規則を守らなかった場合、既往症や基礎疾患に

関連する医療費については、保険でカバーされません。 
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私はセマングムで生まれ育った虎の子です! 冒険と冒険

がもたらす楽しさが大好きです。 

他には？私と同じように、持続可能性に対して熱い思

いを抱いてくれることを願っています。そして、私の

冒険は瞬間的なものかもしれませんが、私が作る友人

と思い出は、永遠に続くものです。友人と思い出は一

生ものです。一緒に夢を描くのが待ち遠しいです。 

 
 
 

ジャンボリーマスコットと 

ブランドガイドライン 

• セボミ（Saebeomi!）の紹介 

第25回世界スカウトジャンボリー組織委員会は、世界

スカウトジャンボリーを盛り上げ、参加するすべての

人の友となる公式マスコットキャラクター「セボミ」

をご紹介します。公式マスコット「セボミ」のデザイ

ンと意味は、以下のとおりです。 
 

• ブランドガイドライン -  
活用と派遣団ロゴの登録依頼 

ジャンボリーブランドガイドライン - 申請パッケージには、

ロゴの基本原則、テーマ、デザイン、そしてそれらを派

遣団のコミュニケーションに活用する方法についての詳

細なガイドラインが含まれています。派遣団ロゴをデザ

インする際には、ブランドガイドラインに従ってくださ

い。 

完成した派遣団ロゴは、下記のメールアドレスに送信し

て登録してください。派遣団ロゴの登録にあたり、修正

事項がある場合は、PR＆マーケティングチームより派遣

団へ連絡します。派遣団ロゴの登録を希望される連盟は、

wjspr@scout.or.kr へ派遣団ロゴの画像ファイルを共有

してください。 

記念硬貨の発行 

世界スカウトジャンボリーの開催を記念し、プロモー

ションを行う記念コインが発行されます。 

 
第25回世界スカウトジャンボリー組織委員会では、ジ

ャンボリーの成功を願い、記念コイン（韓国での法定

通貨にもなる）の製作を進めています。 

 
世界スカウトジャンボリーならではの意義や活動のダ

イナミズムを体現した記念硬貨は、銀製で、2022年10

月に2種類（各7000枚）合計14000枚が発行される予定

です。 

 
関係部署の連絡先 

 
 

Area of interest Account 

Main Account 25wsj@scout.or.kr 

Public relations 
and marketing 

wsjpr@scout.or.kr 

Food house @ World Scout 
Center 

wsjfh@scout.or.kr 

Operation-K & Visa ok-visa@scout.or.kr 

Payment wsjfee@scout.or.kr 

Programme wsjprog@scout.or.kr 

Pre-post activities pre-posttour@scout.or.kr 

Pre-Jamboree prejam@scout.or.kr 

Transportation wsjtp@scout.or.kr 

Heads of Contingent 
meeting 

hocmeeting@scout.or.kr 

Online Registration platform reg_platform@scout.or.kr 
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   ２５ＷＳＪ情報第３号 添付書類３－１：プライバシーボリシー 

 
▶第25回世界スカウトジャンボリー-2023セマングム組織委員会（以下、組織委員会）が取り扱うすべての個人情報は、関連法規を遵守し、情
報提供者の同意のもとに取り扱われます。 

▶ 利用者の個人情報および権利利益を保護し、個人情報に関する苦情を円滑に処理するために、以下の方針を定め、公開します。 

• 第1条（個人情報処理の目的） 

個人情報の収集は、イベント運営に関わる各種サービスの利用意思の確認、参加申し込み、その他イベントに関す

る各種サービスを提供し、イベントを成功裏に開催することを目的としています。初回登録時には、イベント運営

に必要なサービスを提供するために必要最小限の情報を収集します。 

• 第2条（取扱個人情報の項目と保有期間） 

① 組織委員会は、以下の目的に限り、個人情報を収集・利用することができるものとし、項目が追加された場合

は、収集ページで別途告知し、同意を得ることにより利用することができるものとします。 

 

区分 必要な情報 収集・利用目的 
保有期間 

 
基本個人情報 

氏名、生年月日、IDカード記載氏名、血液型、国

籍、住所、自宅電話番号、携帯電話番号、Eメール、

ソーシャルメディアハンドル、主要保護者の連絡先

（氏名、電話番号、Eメール） 

 
大会運営に必要な基本情報 

 

 

 

 
 

大会終了 

まで 

 
緊急連絡先 

氏名、続柄、電話番号（主、副） 緊急時の連絡網確保 

医療情報 基礎疾患、投薬、予防接種、アレルギーなど 
医療緊急時の安全対応、ISTフードコートの

食事ニーズへの対応 

 

 
追加情報 

移動のニーズ、宗教、使用言語 
参加者の利便性と効率的な大会運営
への対応 

航空券情報（航空会社、出発地、出発時刻、到着地、

到着時刻） 
オペレーションKのチケット購入 

パスポート情報（パスポート番号、発行日、有効

期限（日付）） 

オペレーションKのチケット購入

と本人確認 

 
② 個人情報の収集・処理方法は、「ジャンボリー統合プラットフォーム」を通じて行われます。 

③ 組織委員会は、原則として、通知され同意された期間、参加者の個人情報を保有し、利用します。 

• 第3条（個人情報の第三者への提供について） 

組織委員会は、提供された個人情報を収集・利用目的以外に利用したり、同意なく第三者に提供したりすることは

ありません。ただし、以下のいずれかに該当する場合は、第三者に提供することがあります。 

 
1. オペレーションK参加者の航空券購入のため、航空券購入代理店にパスポート、航空券情報を提供すること。 
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2. 大会場内で本人確認手段として使用する予定のIDカードの製作機関に登録コードと基本的な個人情報を提供する

こと。 

3. オフサイト活動への参加のための関係機関への参加者の基本情報の提供。 

 
4. 海外参加者の査証発給・入国管理のための関係機関への参加者のパスポート情報等の提供。 

• 第4条（個人情報の破棄の手続きと方法） 

組織委員会は、原則として、保有期間の満了、個人情報の処理目的の達成等により個人情報が不要となった場合に

は、遅滞なく個人情報を廃棄します。破棄の手順および方法は以下のとおりです。 

 
1.  廃棄手続き：廃棄事由が発生した個人情報（ファイル）を選定し、個人情報処理責任者の承認を得て廃棄する。 

2. 廃棄方法：電子ファイル形式の情報は復元不可能な方法で永久に削除し、印刷物などの記録媒体はシュレッダー

や焼却処理を行う。 

第5条（データ主体の権利と義務および当該権利の行使方法） 

① データ対象者（対象者が14歳未満の場合は法定代理人を指す）は、組織委員会に対し、いつでも個人情報の閲覧、訂正、

削除、処理中止の要求などの権利を行使することができる。 

② 第1項の権利行使は、個人情報保護法施行令別紙様式8により、書面、電子メール、コピー送信（FAX）で行うことができ、組織

委員会は遅滞なくこれを処理するものとする。 

③ 第1項の権利行使は、データ主体の法定代理人又は委任者等の代理人を通じて行うことができる。この場合、個人情報保護法施行令別紙様式11

による委任状を提出しなければならない。 

④ データ対象者が個人情報の誤りについて訂正または削除を要求した場合、訂正または削除が完了するまでは利用または提供しな

いものとする。 

⑤データ対象者がアクセスまたは処理の停止を要求する権利は、個人情報保護法第35条（4）および第37条（2）に従って制限される場合があ

る。 

 

第6条（個人情報自動収集ツールの設置、運用、拒否について） 

① 組織委員会は、利用者に個別にカスタマイズされたサービスを提供するために、利用状況に関する情報を保存し、必

要なときにウェブサイトのサーバーと交換する「クッキー」を使用する。 

② クッキーとは、ウェブサイトを運営するサーバーが、利用者側のコンピュータのブラウザに送信する小規模の情報で

あり、利用者側のコンピュータのハードディスクに保存される場合もある。 

 
1. クッキーの使用目的：アクセス頻度や訪問時間などの訪問履歴を識別し、利用者に最適な情報を提供するために

使用する。 

2. クッキーのインストールと操作、拒否について。ブラウザ上部の「ツール」→「インターネットオプション」→「詳

細設定」→選択。クッキーをブロックする。 
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• 第7条（個人情報の安全性を確保するための措置） 

組織委員会は、個人情報の安全性を確保するために、次のような措置を講じています。 

 
1. 個人情報の暗号化：個人情報は暗号化するなどして安全に保管・管理する。また、重要なデータについては、保

存時や送信時に暗号化などの個別のセキュリティ機能を使用している。 

2. ハッキング等に対する技術的対策：ハッキングやコンピューターウイルスによる個人情報の漏洩や被害を防ぐた

め、セキュリティプログラムの導入・更新・点検を定期的に行い、外部からのアクセスを制限したエリアにシステ

ムを設置し、技術的・物理的に脅威を監視・遮断している。 

3. 個人情報へのアクセス制限：個人情報を処理するデータベースシステムへのアクセス権の付与、変更、削除を行

い、外部からの不正アクセスを侵入防止システムで制御している。 

4. アクセス記録の保管と偽造防止：個人情報データベースへのアクセス記録は、少なくとも1年間は保管・管理す

る。 

• 第8条（個人情報保護責任者について） 

組織委員会は、プラットフォームのサービスを安全に利用できるよう最善を尽くします。ユーザーは、プラットフ

ォームの利用に関するすべての個人情報保護の苦情を、個人情報保護担当者または専門部署に報告することができ

ます。 

 

区分 部署 氏名 役務 連絡先 

 
個人情報保護責任者 

ジャンボリー 

運営部 

 
Jo Kyeongsig 

 
General Director 

 
• Tel.: 063-582-0610 

• email: bada7304@korea.kr 
• FAX: 063-581-8001 
 
＊日本からは +82-63・・・ 

 
個人情報保護 

担当者 

ジャンボリー 

運営部 

 
Park Yunsuk 

 
Chief Officer 

 
• 第9条（権利侵害の救済措置） 

データ提供者は、個人情報侵害の被害救済および相談について、以下のように問い合わせることができます。 

 

区分 組織 Tel. Note 

個人情報侵害通報センター 韓国インターネット安全

保障局 
118 without additional codes privacy.kisa.or.kr 

個人情報紛争調停委員会 個人情報紛争調停委員会 1833-6972 kopico.go.kr 

サイバー犯罪対策部 
最高検察庁 1301 spo.go.kr 

サイバー局 韓国警察庁 182 without additional codes cyberbureau.police.go.kr 
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２５ＷＳＪ情報第３号 添付書類３－２：教育目標とジャンボリープログラム 
 

• 概要 

世界スカウト機構（WOSM）は、5,700万人以上の会員と172のスカウト組織が関与する世界有数の青少年教育運動です。

スカウティングの使命は、若者が社会のリーダーとして活躍するために必要な、感情的、知的、身体的、社会的、精神

的な能力を身につけられるよう支援することです。また、スカウティングは、地球が直面している社会的、環境的、経

済的な最も差し迫った課題に取り組む、前向きな変化の担い手となる方法を若者たちに教えています。第25回世界スカ

ウトジャンボリーは、この使命、世界スカウトジャンボリーガイドライン、WOSMプログラムガイドラインに基づき、世

界中のスカウトに最適な体験と教育を提供するために、ここにその教育目標とプログラムの基本原則を以下の通り定め

ます。 

• 教育の目標 

1. 自分自身の健全な発達 

ジャンボリーのプログラムを通して、青少年は身体的、感情的、社会的、知的能力を発達させることができる教育

活動に参加することができるようになります。 

2. 健全な市民としての能力向上 

健全な市民としての能力向上 

世界スカウトジャンボリーは、スカウトの青少年が責任感、自律性、思いやりの能力を高め、地域社会、国家、国

際社会に良い変化をもたらすことができる健全な市民となるための無数の機会を提供します。 

3.  結束と多様性の受入れを通じたスカウトの絆 

世界スカウトジャンボリーは、世界中のスカウトが集まり、人種、宗教、思想、文化の違いを超えて交流できる大

会です。この大会は、多様性を受け入れ、全世界が一体となり、すべての人が「スカウトの絆」を実感できる一生

に一度の貴重な機会となることでしょう。これを実現するために、第25回世界スカウトジャンボリーは、人種、宗

教、思想、文化の多様性を尊重し、受け入れることができる環境を整え、対話を促進し友情を築くための様々な異

なるプログラムや展示を採用し運営します。 

 
4. 世界平和と環境保全のために行動と実践 

スカウト運動のキャッチフレーズである「より良い世界を創る」は、スカウトがより平和で持続可能な世界を築く

ことに貢献することを強調しています。第25回世界スカウトジャンボリーは、このキャッチフレーズのもと、正義、

平和、平等、気候変動対策、持続可能性をテーマとした教育の機会を提供し、環境にやさしいジャンボリー、そし

て平和のジャンボリーを目指します 

• プログラムの原則 

1.  青少年の、青少年による、青少年のためのプログラム 

第25回世界スカウトジャンボリーは、これまでのどのジャンボリーよりも「青少年の、青少年による、青少年のた

めの」ジャンボリーであることが目指されます。(*)第25回世界スカウトジャンボリーは、「Draw you Dream」を

テーマに、「Dream Seed」を通じて、若者たちの参加を積極的に引き出し、若者の、若者による、若者のための祭

典としてジャンボリーの準備、開始、終了を行います。 

2. スカウティングの教育原則を遵守したプログラム 

第25回世界スカウトジャンボリーは、WOSMプログラム方針に基づく「8つの教育手法」をすべて遵守します。世界スカウ

ト会議決議2017-04に基づき、7つのメソッド（スカウトのちかいとおきて、行うことによって学ぶ、個人の進歩、チー

ムシステム、成人のサポート、象徴的枠組み、自然）に「地域社会への参加」を加えた計8つの教育メソッドに沿ったジ

ャンボリープログラムを運営します。 
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3. セマングムでしか楽しめない魅力的なプログラム 

組織委員会は、スカウト運動の115年の歴史とともに変化してきた技術と、セマングムでしか味わえない自然や文

化を生かした魅力的なプログラムを採用し、青少年のニーズに応え、思い出に残るジャンボリーの完成を目指しま

す。 

• テーマ：あなたの夢を描こう（Draw Your Dream） 

第25回世界スカウトジャンボリーは、スカウト運動全体の若者が自由に夢を追うことができるよう「Draw you 

Dream」をテーマとして掲げています。また、すべてのスカウトの夢を乗せて世界スカウトジャンボリーを開催し、

その夢を実現するために「ドリームシード」プログラムを採用し、若者の参加を促しています。「ドリームシード

（Dream Seed）」は、青少年の参加を通じて、青少年の夢やアイデアからジャンボリーをデザインするために不可

欠なプログラム要素です。この考え方は、スカウトの基本的な価値観と若者のアイデアをミックスしてジャンボリ

ーのプログラムや大会運営に生かすことで、スカウトの夢を実現するジャンボリーを作るためのツールなのです。 

• 4S+ACT戦略 

ジャンボリーの運営を成功させるために、「4S+ACT」戦略を策定しました。この戦略には、ジャンボリーの4つの

目標(4S)が含まれています。 

① スカウティング・フォー・ライフ ② スマートと科学 ③ 安全（セーフ）と安心 

④ 持続可能性（サステイナビリティ）そして  ⑤ 冒険 – ジャンボリーの代表的な活動 

⑥ ホスト国の文化や伝統を体験できる「文化と伝統」では、それぞれについて詳細な戦略を練ります。 

• スカウティング・フォー・ライフ 

▶ スカウト精神に基づくプログラムの運営 

世界スカウトジャンボリーは、スカウト精神に基づいたプログラムと運営体制を構築しています。組織委員会は、

世界スカウトジャンボリーを通じて参加者がスカウト精神を身につけることができるようスカウトの原則と8つの

スカウト手法に準拠したプログラムを確立してジャンボリーを運営しています。これにより、参加者のリーダーシ

ップ、チームスピリット、自立心が育まれ、地球規模の問題に対する理解がさらに深まり、積極的な地球市民とし

て成長するための足がかりとなるのです。 

▶ 期待される効果 

- 自分自身の健全な発達：身体的、感情的、社会的、心理的 

- 健全な市民としての能力向上：責任感、自律性、思いやりのある行動力 

 
• スマートと科学 

▶ 最先端技術によるジャンボリー環境の構築 

スカウト運動と最先端技術の融合によるオペレーティングシステムの簡素化、および未来技術にリンクしたプログラム

の採用により、参加者の満足度を最大化することができます。 

▶ 期待される効果 

- - 自己の健全な発展：知的、社会的 
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• 安全と安心 

▶ 安全なジャンボリー運営に向けた安全体制の構築 

▶ 危機に対応できる市民の育成 

組織委員会では、全国レベルで会場施設・エリアの安全計画を策定するとともに、予測される危機とその対策を中

心としたジャンボリー安全体制を構築します。 

さらに、スカウトが危機に対応できる市民となるために、さまざまな安全・防災の事前訓練を実施します。 

▶ 期待される効果 

- 自己の健全な発達：身体的、知的、社会的、心理的な発達 

- 健全な市民としての能力向上：責任感、自律性、思いやりのある行動力 

• 持続可能性 

▶ SDGsを達成するための環境整備 

▶ 地球環境問題に対するスカウトの関心の高まり 

組織委員会は、全人類に影響を及ぼすこの一般的な問題を克服するために、持続可能な開発目標の概念と戦略を大会の

準備と全体の運営にできる限り適用することによって、やがて未来をリードする若者たちがこの問題に注目するよう導

くことを計画しています。また、WOSMのプログラム構成である「Better World Framework」のもと、参加者は様々な取

り組みに参加することで、自然、平和、コミュニケーション、多様性、結束...などについて学ぶことができます。 

▶ 期待される効果 

- 自己の健全な発達：知的、感情的、社会的、心理的 

- 健全な市民としての能力向上：責任感、自律性、思いやる力 

- スカウトの結束と多様性の受け入れ 

- 世界平和と環境保全のために貢献、実践 

• ACT: 冒険、文化、伝統 

4Sに加え、冒険、文化、伝統がジャンボリーのプログラムに含まれます。アドベンチャーは、参加者のアクティビ

ティの中で最も好まれるプログラムであり、ジャンボリー会場だけでなく、周辺地域や自然をこれらの体験に結び

つけることで、参加者に様々な体験を提供します。文化・伝統では、参加者が各国スカウト連盟の文化や伝統を体

験し、アクティビティや展示会訪問などを通じて文化交流を促進します。 

▶ 期待される効果 

- 自己の健全な発達：知的、感情的、社会的、心理的 

- 健全な市民としての能力向上：責任感、自律性、思いやる力 

- スカウトの結束と多様性の受け入れ 

- 世界平和と環境保全のために貢献、実践 
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• 気温 

全羅北道では、過去100年間で平均気温が2.1度上昇しています。熱波や集中豪雨も増加しています。I 

過去100年（1920-2019）の年平均気温変化率は0.21℃/10年上昇し、過去10年（2010-2019）は0.86℃上昇しました。 

▶ 気温の推移 +0.21℃/10年（直近10年間で+0.86℃） 

過去100年間の最高気温の変化率は10年間当たり0.18℃、最低気温は10年間当たり0.21℃上昇しました。過去10年間（2010年

～2019年）では、最高気温が0.56℃、最低気温が1.24℃上昇しました。 

- 最高気温の推移 10年間当たり+0.18℃ (直近10年で+0.56℃) 

- 最低気温の推移 10年間当たり+0.21℃ (過去10年で+1.24℃) 

▶ 熱波 

過去100年間で、熱波日数は7.3日増加し、熱帯夜日数は8.2日増加しました。過去10年間（2010年～2019年）では、熱波日数

は0.16日減少し、熱帯夜日数は5.56日増加しています。 

- 熱波発生日数の推移：10年間当たり+0.73日（直近10年間では-0.16日） 

- 熱帯夜の日数の推移：10年間当たり+0.82日（直近10年で+5.56日） 

▶ 全羅北道の100年間の年平均気温、年平均最高気温、年平均最低気温の極値ランキング（2019年現在） 

 
区分 No.1 No.2 No.3 No.,4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 

 
年間平均気温 

1998 2016 2019 2015 2004 2006 2007 2018 2014 2008 

14.6°C 14.3°C 14.2°C 14.2°C 14.2°C 14.1'C 14.0°C 13.9°C 13.9°C 13.9°C 

 
年間平均最高気温 

2004 2014 2006 1994 2015 2013 1998 2019 2009 2001 

20.0°C 19.8°C 19.7°C 19.7°C 19.6°C 19.6°C 19.6°C 19.5°C 19.5°C 19.5°C 

 
年間平均最低気温 

1998 2016 2019 2015 2018 2007 1990 2006 1999 2017 

10.3°C 10.2°C 9.7'C 9.7°C 9.5°C 9.5°C 9.5°C 9.3°C 9.3°C 9.2'C 

 
▶ 全羅北道100年間の気温日別平均値ランキング(2020年9月1日現在) 

 

 
区分 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 

Value 
(°C) 

Date 
Value 
(°C) 

Date 
Value 
(°C) 

Date 
Value 
(°C) 

Date 
Value 
(°C) 

Date 

一日の最高気温 
 

38.9 
 
Aug. 13, 2018 

 
38.6 

 
Jul. 11, 1930 

 
38.4 

 
Aug. 1, 2018 

 
38.3 

 
Aug. 6, 2012 

 
38.2 

 
Jul. 23, 1994 

一日の最低気温 
 

29.8 
 
Aug., 20, 1951 

 
29.0 

 
Aug. 2, 2012 

 
28.0 

 
Jul. 27, 2002 

 
27.7 

 
Aug. 18, 1953 

 
27.6 

 
Aug. 14, 1994 
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• 季節 

過去30年（1920-1949）と直近30年（1990-2019）を比較すると、夏が長くなり、秋と冬が短くなっているように感じられま

す（夏：22.6日、秋：5日、冬：17.3日） 

春と夏は早く、秋と冬は遅く始まる傾向があります。 

▶ 季節 - 表4 全羅北道の10年ごとの平均的な季節の始まりの日 
 

10年平均 春の始まり日 夏の始まり日 秋の始まり日 冬の始まり日 

1920s Mar. 19 Jun. 8 Sep. 17 Nov. 25 

1930s Mar. 19 Jun. 9 Sep. 14 Nov. 28 

1940s Mar. 14 Jun. 7 Sep. 19 Nov. 29 

1950s Mar. 17 Jun. 8 Sep. 21 Dec. 1 

1960s Mar. 13 Jun. 3 Sep. 23 Nov. 29 

1970s Mar. 18 May 30 Sep. 21 Nov. 24 

1980s Mar. 12 May 28 Sep. 21 Nov. 27 

1990s Mar. 4 Jun. 1 Sep. 22 Nov. 29 

2000s Mar. 10 May 24 Sep. 28 Dec. 3 

2010s Feb. 27 May 21 Sep. 28 Dec. 3 

 
- 韓国気象庁によると、各季節の開始日は以下の通りです。 

春：日平均気温が5℃以上となり、再び下がらない最初の日 

夏：日平均気温が20℃以上となり、その後再び下がらない最初の日 

秋：日平均気温が20℃を下回り、再び上昇しなくなる最初の日 

 
冬：日平均気温が5℃を下回り、再び上昇しない最初の日 
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• 降水量 

過去100年間、降水量は2.64mm/10年増加する傾向にある一方、雨の日数は1.11日/10年減少しています。 

過去30年間（1920～1949年）と直近30年間（1990～2019年）の降水日数を比較すると、降水がない日数、1日の降

水量が30mm以上の日数、1日の降水量が80mm以上の日数が増加しています。 

-降水量のない日数： 1.0% 

- 1日の降水量が30mmを超えた日数：1.0% 

- 1日の降水量が80mmを超えた日数：0.3% 

▶ 全羅北道の100年間の日雨量に関するランキング（2020年9月1日現在） 
 

 
Extremes 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 

Value 
(mm) 

Date 
Value 
(mm) 

Date 
Value 
(mm) 

Date 
Value 
(mm) 

Date 
Value 
(mm) 

Date 

1日10分あたりの 

最大降水量 

 
29.5 

 
May 26, 1951 

 
28.0 

Jul. 23, 1966- 
Jul. 23, 1966 

 
28.0 

 
Aug. 5, 1942 

 
26.5 

 
Aug. 2, 1955 

 
26.0 

 
Sep. 5, 1964 

1日の1時間あたりの 

最大降水量 

 
109.6 

 
May 26, 1951 

 
97.8 

 
Aug. 2, 1955 

 
87.0 

 
Jul. 25, 2003 

 
80.0 

 
Aug. 7, 2010 

 
80.0 

 
Aug. 5, 1942 

 
一日あたりの降水量 

 
336.1 

 
Aug. 9, 1942 

 
249.5 

 
Aug. 3, 2005 

 
232.1 

 
Aug. 5, 1979 

 
222.8 

 
Jul. 28, 1948 

 
205.8 

 
Jun. 25, 1946 

 
2日分の降水量 

 
407.4 

Aug. 8, 1942 - 
Aug. 9, 1942 

 
377.4 

Jul. 28, 1948 - 
Jul. 29, 1948 

 
375.7 

Aug. 9, 1942 - 
Agu. 10, 1942 

 
318.3 

Jul. 19, 1920 
-Jul. 20, 1920 

 
307.9 

Aug. 7, 2020 - 
Aug. 8, 2020 

 
3日分の降水量 

 
447.0 

Aug. 8, 1942 - 
~Aug. 10, 1942 

 
434.8 

Jul. 28, 1948 - 
Jul. 30, 1948 

 
429.6 

Aug. 7, 1942 - 
Aug. 9, 1942 

 
381.3 

Jul. 27, 1948 - 
Aug. 29, 1948 

 
366.5 

Sep. 4, 1958 - 
Sep. 6, 1958 

 


